
付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
３年度

計

円 円 円 円 円

10,835,000 10,835,000

交付金額 9,000,000 9,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連公共施設（交通施設：コミュニティバス）整備事
業

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

無

無

　車両を更新したことにより、頻繁に発生していた故障もなくなり、
各停留所の遅延が解消され利用者の利便性向上に寄与することができ
た。また、本車両が運行している九重縦断線においては、年間の乗車
人数目標4,124人に対し、5,595人と多くの住民に利用されていること
を確認しているところであり、事業の目標に対する成果を確認でき
た。
　地域住民への周知については、車両に「特定防衛施設周辺整備調整
交付金事業」の記載を行い周知した。

九重町長

玖珠郡九重町大字後野上

　平成２８年度に整備したコミュニティバスが、整備から６年経過
し、走行距離も３８万㎞を超え、故障も頻繁に発生し利用者に不便を
被らせている。
　このため、本車両を更新することで住民の移動手段の確保及び利便
性の向上を図る。

物件購入　コミュニティバス　１台

令和３年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
２年度

令和
３年度

計

円 円 円 円 円 円

3,135,000 23,100,000 26,235,000

交付金額 3,097,000 12,000,000 15,097,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

　スロープや手すり、洋式便座などを整備しバリアフリーに対応するとともに、調
理室については、調理実習台の新設や作業スペースの拡張を行うことで機能
の充実が図られ、高齢の利用者にも使いやすい施設を整備することができた。
また、利用者に聞取り調査を実施したところ「調理室が広くて使いやすい」、「ト
イレが洋式になったため使いやすい」などの意見が得られ、補助事業の目標に
対する成果を確認することができた。
　地域住民への周知については、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付
金事業（防衛省）である旨、集会の際に地域住民へ周知するとともに、同旨を工
事看板及び建物入口付近のプレートへ記載し周知を行った。

無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

日出生台演習場関連公共用施設(教育文化施設：麻生原集会所)整備事
業

九重町長

玖珠郡九重町大字町田4704-2

　現在の建物は、明治１２年に学校として建設され、昭和２６年に改築、昭和３３
年の廃校後、地域の集会所として活用してきたが、改築後約６８年が経過し老
朽化が著しい状況である。また、当初は学校として建設されたこともあり、特にト
イレ・炊事場は、高齢者をはじめとする利用者にとって使い勝手の悪い仕様と
なっている。
　このことから、施設の建て替えを行うことで、高齢者が使いやすいバリアフリー
化を施し、教育文化施設としての機能の充実を図り、住民の利便に供するととも
に地域コミュニティ活動の拠点として地域の活性化の促進を図る。

木造平屋建　A=99.37㎡

令和２年度～令和３年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和３年度 計

円 円 円 円 円 円

27,588,000 27,588,000

交付金額 25,000,000 25,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　更新車両及びポンプでの訓練の結果、災害現場への到着時間の短縮及び更新ポ
ンプでの放水訓練では火点への放水開始時間の短縮が図られ、また、消防団員へ
の聞取りの結果、車両及びポンプともに操作性が向上したとの意見も得られ、事業の
効果を確認することができた。
　地域住民への周知については、本車両が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業
により整備された旨、町の広報誌「ここのえ４月号」及びここのえケーブルTVにより周
知するとともに、車両への同旨記載により周知を図った。また、地元消防団に対する
操作説明会の際にも口頭で同旨の周知を行った。

無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連公共用施設（消防に関する施設：消防ポンプ自動
車）整備事業

九重町長

玖珠郡九重町大字恵良

　本町の消防団は全２８部で構成され、それぞれの部が格納庫に消防タンク車、
消防ポンプ車もしくは、小型動力ポンプ付積載車を保有し管理を行っている。こ
れらの装備については、火災はもちろん荒天時の出動、各種警戒のためのパト
ロール等に活用され、地域住民の安全安心確保に貢献している。
　これらの消防車両は、緊急時により高い性能を求められることから、経年劣化
が著しい20年以上経過した車両を随時、更新を図っていくことで消防設備の維
持を図り、地域住民の生命、財産、安全の確保に寄与する。

物件購入　消防ポンプ自動車　１台

令和３年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成
２９年度

平成
３０年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

計

円 円 円 円 円 円

0 301,499 11,688,820 11,663,652 11,762,652 35,416,623

交付金額 28,000,000 0 0 0 0 28,000,000

市町村費等 0 0 0 0 0 0

運用益 0 28,001 27,904 21,855 12,702 90,462

計 28,000,000 28,001 27,904 21,855 12,702 28,090,462

0 200,000 6,000,000 6,000,000 6,000,000 18,200,000

28,000,000 27,828,001 21,855,905 15,877,760 9,890,462

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

園児送迎バスの運営

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：九重町園児送迎
バス運営基金）

九重町長

玖珠郡九重町大字後野上8番地の1（ここのえみつばこども園）

　ここのえみつばこども園は、町内３地区（東飯田・野上・南山田）の３つの保育園と３つの幼稚園
を統合して、幼保連携型認定こども園として平成２８年４月に開園した。
　このこども園に通う園児の通園方法について、園児送迎バスにより送迎を行っており、九重町園
児送迎バス運営基金を活用し、安心かつ安全な通園支援を継続的に行っていくことを目標とす
る。

　九重町園児送迎バス運営基金の活用により、安定的に園児送迎バスの運行を行うことができ、
また、事故や不具合もなく、安全かつ安心な通園支援が実施されていることを運行日誌等により
確認しており、事業の目標に対する成果を確認することができた。
   地域住民への周知については、本事業が防衛省特定防衛施設周辺整備調整交付金を原資と
する基金により運営されていることを町広報により周知している。

無

無

平成２９年度～令和５年度

事業費及び交付金額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
２年度

令和
３年度

計

円 円 円

0 20,718,729 20,718,729

交付金額 30,000,000 15,534,000 45,534,000

市町村費等 0 0 0

運用益 0 24,000 24,000

計 30,000,000 15,558,000 45,558,000

0 10,000,000 10,000,000

30,000,000 35,558,000

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

　本基金の活用により、安定的に検診事業を実施し、対象者延べ27,964人に対し、受診者延べ
5,005人（受診率17.9％）の健康診断を実施することができた。また、受診者へのヒアリングを実施
した結果、「健康診断により、病気の早期発見・早期治療につながっているので、助かってい
る。」、「職場での健康診断がないので、助かっている。」といった意見が寄せられるなど高い満足
度を得られており、事業の目標に対する成果を確認することができた。
   地域住民への周知については、本事業が防衛省特定防衛施設周辺整備調整交付金を原資と
する基金により運営されていることを町広報により周知している。

受診率が17.9％と低位にあることから、受診率の向上に向けて、広報誌やケーブルテレビなどで
周知するなど本事業の認知度向上を図り、受診率の向上に努める。

無

令和２年度～令和５年度

事業費及び交付金額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額

健康診査委託業務

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連特定事業（医療に関する事業：集団検診事業）

九重町長

玖珠郡九重町

　九重町では、町民のがん等の早期発見・早期治療に繋げるため、定期的な健康検診の受診が
受けやすい体制整備を図っている。
　このため、集団検診事業基金により胃がん検診や乳がん検診などの各種検診の委託業務を安
定的かつ継続的に行うことで、町民のがん等の早期発見・早期治療に繋げ、町民の健康保持及
び増進に寄与することを目標とする。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
２年度

令和
３年度

計

円 円 円

0 18,122,427 18,122,427

交付金額 21,000,000 0 21,000,000

市町村費等 0 0 0

運用益 0 16,800 16,800

計 21,000,000 16,800 21,016,800

0 7,000,000 7,000,000

21,000,000 14,016,800

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

　本基金の活用により、安定的に医療費助成を実施し、令和３年度は912人に対し医療費助成を
実施することができた。また、保護者へのヒアリングを実施した結果、「無償化により早期に医療機
関に連れて行くことができ助かっている。」、「定期的に通院しなくてはならないが、医療費が無償
なので安心して受診できる。」といった意見が寄せられるなど高い満足度を得られており、事業の
目標に対する成果を確認することができた。
   地域住民への周知については、本事業が防衛省特定防衛施設周辺整備調整交付金を原資と
する基金により運営されていることを町広報により周知している。

無

無

令和２年度～令和５年度

中学生以下の子どもが医療機関を受診した際の一部自己負担額の助成

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連特定事業（医療に関する事業：子ども医療費助成事業）

九重町長

玖珠郡九重町

　九重町では、子どもの疾病の早期発見・治療を推進し、子どもの保健の向上を図ることを目的と
して、医療費助成制度を行っている。
　このため、子ども医療費助成事業基金により、子どもの医療費の助成事業を安定的かつ継続的
に行い、子どもの健やかな成長に寄与する。

事業費及び交付金額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額


